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新
会
長
に
安
藤
武
典
氏
を
選
出

～
和
を
も
っ
て
楽
し
く
岳
連
活
動
～

愛
知
県
山
岳
連
盟
定
時
総
会
が

４
月
１３
日
（土
）
午
後
２
時
か
ら
県

ス
ポ
ー
ツ
会
館
大
会
議
室
で
行
わ

れ
た
。

最
初
に
関
谷
常
任
理
事
か
ら
本

日
の
出
席
者
５０
人
、
委
任
状
１７
通

総
数
６７
人
で
、
規
約
の
定
め
る
２

分
の
１
以
上
の
出
席
が
満
た
さ
れ

て
お
り
、
総
会
が
成
立
し
た
こ
と

が
報
告
さ
れ
総
会
が
始
ま

っ
た
。

開
会
の
こ
と
ば
を
安
藤
副
会
長

が
述
べ
、
石
川
会
長
が

「岳
連
は

み
な
さ
ん
の
協
力
に
よ

っ
て
成
り

た

っ
て
い
ま
す
。
今
後
も
そ
れ
ぞ

れ
協
力
し
あ

っ
て
、
岳
連
を
盛
り

た
て
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
今

年
は
役
員
の
改
選
も
あ
り
ま
す
。

最
後
ま
で
審
議
の
程
よ
ろ
し
く
お

願
い
ま
す
」
と
挨
拶
。

つ
づ
い
て
議
事
に
入
り
、
各
部

の
事
業
報
告
は
、
総
務

・
伊
東
事

務
局
長
、
企
画

・
関
谷
、
遭
対

・

高
橋
、
指
導

。
本
田
、
競
技

（国

体
）
杉
本
（憲
）
、
自
然
保
護

・
北

谷
小
屋

・
杉
本
Ｔ
し
、
高
体
連

・

岩
狭
の
各
常
任
理
事
、
ま
た
広
報

（岳
連

ニ
ュ
ー
ス
）
を
中
平
等
副

会
長
が
報
告
し
了
承
さ
れ
た
。

次
に
、
平
成
２４
年
度
決
算
報
告

を
丹
羽
財
務
担
当
か
ら
報
告
さ
れ

丹
羽
二
郎
監
事
よ
り
監
査
報
告
が

あ

っ
て
承
認
さ
れ
た
。

こ
の
後
、

１０
分
間
の
休
憩
が
あ

り
、

２５

。
２６
年
度
の
役
員
の
改
選

を
行

っ
た
。

ま
ず
、
石
川
会
長
が
退
任
の
挨

拶
で

「長
い
間
み
な
さ
ん
の
協
力

に
よ
り
努
め
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
感
謝
い
た
し
ま
す
。
今
後
は

新
し
い
組
織
の
も
と
、
岳
連
活
動

を
事
故
の
な
い
よ
う
楽
し
く
や
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
述
べ
、
新

役
員
の
選
出
に
入

っ
た
。

そ
の
結
果
、
石
川
会
長
が
顧
間

新
会
長
に
安
藤
副
会
長
、
新
副
会

長
に
高
橋
副
理
事
長
が
選
ば
れ
、

そ
の
他
の
役
員
は
留
任
と
な
っ
た
。

安
藤
新
会
長
は

「私
に
は
前
会

長
の
よ
う
な
素
晴
ら
し
い
実
績
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
人
の
和
を
も

っ

て
岳
連
を
明
る
く
、
楽
し
い
も
の

に
し
て
活
動
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
何
卒
ご
協
力
く

だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
」

と
挨
拶
。

引
き
つ
づ
い
て
、
平
成
２５
年
度

事
業
計
画
お
よ
び
予
算
案
が
審
議

さ
れ
承
認
さ
れ
た
。

そ
の
他
の
項
目
で
は
、
上
級
指

導
員
を
目
指
す
人
の
推
せ
ん
、
勉

強
会
、
講
習
会
の
在
り
方
に
つ
い

て
の
意
見
、
会
員
名
簿
作
成
上
の

お
願
い
な
ど
が
あ
り
、
最
後
に
閉

会
の
こ
と
ば
を
伊
藤
副
会
長
が
述

べ
て
、

‐６
時
終
了
し
た
。

新
役
員
は
次
の
と
お
り
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顧参顧
間
常
任

△
ム
　
長

副
会
長

監 議

事 長

◎
常
任
理
事

（※
印
は
新
任
）

理
事
長
　
北
村
憲
彦

（春
日
井
）

鰹

辞
峨
　
鈴
木
清
彦

（愛
知
学
院
）

企
画
ｒ
導
　
岩
瀬
幹
生

（蒲
郡
）

競
技
計
体
連
　
杉
本
憲
広

（高
体
連
）

指
　
導
　
本
田
光
彦

（ア
イ
ンヽ
と

遭
　
対
　
吉
村
　
腎
（
（名
古
屋
）

舶
谷
小
聯
　

杉

本

二

郎

（
テ
２

ブ
ι

沿
ｌ
一麺
　
関
谷
雅
樹

（高
体
連
）

詮
体
罰
　
岩
狭
　
満

（高
体
連
）

財
　
務
　
丹
羽
史
泰

（Ｍ
Ｍ
Ｃ
）

敲
だ
一自
　
小
林
重
春

（高
体
連
）

輪
務
枷
　
椙
山
み
ど
り

（岡
崎
）

孵
ュ
ニ
権
※
田
山
幸
生

（高
体
連
）

栓

　

輌
※
高

木

　

宏

（
Ｇ

Ｓ

Ａ
）

〔事
務
局
〕

北
村
憲
彦
、
椙
山
み
ど
り
、
松
野

哲
三

・
星

一
男

（補
佐
）

▽
愛
知
岳
連

ニ
ュ
ー
ス
担
当

広
　
報
　
中
平
等
新

一

間
　
磯
村
義
宜

梶
田
民
雄

谷
口
錫
夫

※
石
川
富
康

与
　
尾
上
　
昇

手
塚
　
哲

船
津
純
一
郎

市
川
　
優

（碧
稜
）

（Ｒ
Ｃ
Ｃ
）

（碧
稜
）

（
Ｊ

Ａ

Ｃ
）

（中
京
）

（
テ
ク
テ
ク
）

湯
浅
道
男

（Ｊ
Ａ
Ｃ
）

安
藤
武
典

（三
菱
大
江
）

中
平
等
新
一

（や
ま
び
こ
）

伊
藤
智
彦

（高
体
連
）

※
高
橋
　
優

（名
古
屋
）

和
田
末
憲

（一一一菱
名
誘
）

丹
羽
二
郎

（春
日
井
）

梶
田
　
明

（中
京
）

み
な
さ
ん
と
共
に
魅
力
あ
る
岳
運
に
〃

△真

安

藤

武

典

当
時
は
登
山
ブ
ー
ム
の
時
代
で
ザ

イ
ル
バ
ー
ト
ナ
ー
と
が
む
し
ゃ
ら

に
ル
ー
ト
を
求
め
て
登
る
傍
ら
、

講
習
会
等
で
岳
連
内
の
人
と
も
交

流
が
で
き
、
指
導
委
員
会
を
任
さ

れ
た
時
は
、
声
を
か
け
れ
ば

一
緒

に
活
動
し
て
く
れ
る
仲
間
の
あ
り

が
た
さ
を
痛
感
い
た
し
ま
し
た
。

国
体
で
縦
走
競
技
を
取
り
ま
と
め

た
り
、
全
日
本
登
山
大
会
の
企
画
、

運
営
を
二
重
岳
連
と

一
緒
に
し
た

り
す
る
こ
と
で
、
組
織
活
動
の
楽

し
さ
を
知
り
、
組
織
は
人
で
あ
る

こ
と
を
強
く
意
識
し
ま
し
た
。
最

初
は
自
分
の
会
の
中
だ
け
で
あ

っ

た
人
の
輪
を
愛
知
岳
連
内
、
そ
し

て
他
の
県
の
人
々
へ
と
広
げ
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
岳
連
活
動
を

通
し
て
得
た
人
々
と
の
交
流
は
、

私
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
財

産
に
な
り
ま
し
た
。
今
後
は
多
く

の
人
に
こ
う
し
た
仲
間
、
人
の
輪

を
作
る
機
会
を
提
供
で
き
た
ら
い

い
な
と
思

っ
て
お
り
ま
す
ｃ

最
近
、
山
岳
事
故
が
岳
連
の
仲

間
や
愛
知
県
民
か
ら
出
て
お
り
ま

す
。
ス
ポ
ー
ツ
団
体
と
し
て
の
愛

知
岳
連
は
山
岳
事
故
防
止
、
安
全

登
山
の
啓
蒙
を
し
て
い
か
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
会
員
の

拡
大
強
化
、
個
人
会
員
制
度
、
各

行
事
の
自
立
採
算
性
強
化
等
、
岳

連
の
検
討
事
項
や
問
題
事
項
も
多

数
あ
り
ま
す
。

具
体
的
な
活
動
に
つ
い
て
は
、

今
後
北
村
理
事
長
を
中
心
に
皆
さ

ん
と
と
も
に

一
つ

一
つ
の
問
題
を

討
論
し
て
、
具
体
化
し
、
実
践
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

岳
連
活
動
は
基
本
的
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
で
成
り
立

っ
て
お
り
ま
す
。

で
す
か
ら
ス
タ
ッ
フ
が
楽
し
く
、

や
り
が
い
を
持
て
る
活
動
に
す
べ

き
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て

会
員
の
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も

ら
い
、
岳
連
を
通
し
て
会
員
の

一

人

一
人
が
仲
間
意
識
を
持
て
る
、

魅
力
あ
る
愛
知
岳
連
を
目
指
し
た

い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ

一
緒
に
歩
い
て
い
た
だ
け
ま
せ
ん

か
。

こ
の
た
び
会
長
を
さ
せ
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な

っ
た
安
藤
武
典
と

申
し
ま
す
。
私
は
、
歴
代
の
会
長

の
よ
う
に
輝
か
し
い
山
歴
も
能
力

も
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
適
任
で
は

な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。
し
か

し
、
推
薦
し
て
い
た
だ
い
た
方
々

に
お
断
り
も
で
き
ず
、
会
長
職
を

引
き
受
け
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。
精
進
い
た
し
ま
す
の
で
、
皆

様
の
お
力
添
え
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

私
は
、

２０
代
半
ば
か
ら
愛
知
岳

連
の
諸
先
輩
の
ご
指
導
を
い
た
だ

き
、
育
て
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

本
富
山
を
ク
リ
ー
ン
に
〃

や
ま
び
こ
山
想
会
が
清
掃
登
山

や
ま
び
こ
山
想
会
が
５
月
２６
日

（日
）本
宮
山
で
二
回
目
の
清
掃
登

山
を
行

っ
た
。

貸
切
バ
ス
で
４３
人
が
参
加
し
、

本
宮
の
湯
か
ら
登
山
を
開
始
、　
一

般
登
山
者
ら
と
頂
上
に
登

っ
た
。

午
後
か
ら
清
掃
を
し
な
が
ら
下
山
、

登
山
道
に
は
多
く
の
人
が
い
た
が

ゴ
ミ
な
ど
は
比
較
的
少
な
く
、
マ

ナ
ー
の
良
さ
が
う
か
が
え
た
。

リ
ー
ダ
ー
は
、
ゴ
ミ
を
拾
う
姿

勢
を
示
す
こ
と
で
、
登
山
者
ら
に

ゴ
ミ
ゼ
ロ
を
啓
蒙
す
る
こ
と
が
で

き
た
、
と
語

っ
て
い
た
。

駅前アrl■ス

名古屋駅前の山用品専門店

〒45)0002名 古屋市中村区名駅四丁目H-27

丁EL 052-565-1417

うなざ錦二丁a い ば しよう

脅勢 摯
与
率

〒460-0003名 古屋市中区錦三丁目13番 22号
電 Lく052〉 951-1166番

営業時間   午前 11:00～午後 2:30

午後 生00～ 午後 8:00

定 休 日   日曜 日・第二。第二月曜日
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愛
知
山
岳
マ
ラ
ソ
ン

６８
人
が
山
を
駆
け
上
が
る
〃

３
月
９
日
（土
）
、
恒
例
の
愛
知

山
岳

マ
ラ
ソ
ン
が
豊
田
市
／
猿
投

山
周
辺
に
お
い
て
お
こ
な
わ
れ
ま

し
た
。
参
加
選
手
６８
人

（高
校
生

男
子
　
４２
人
、　
一
般
男
子
　
２４
人
、

一
般
女
子
　
２
人
）
は
、

１０
時
に

猿
投
山
登
山
者
専
用
駐
車
場
を
ス

タ
ー
ト
し
、
ゴ
ー
ル
で
あ
る
猿
投

山
山
項

（標
高
６
２
９

ｍ
）
を
目

指
し
て
、
駆
け
の
ぼ
り
ま
し
た
（ア
ー

リ
ー
ス
タ
ー
ト
　
女
子
選
手
含
め

数
人
あ
り
）

ス
タ
ー
ト
時
の
気
温
は
１０
℃
で

風
も
な
く
、
走
る
に
は
少
し
つ
ら

い
状
況
で
し
た
が
、
猿
投
山
山
頂

ゴ
ー
ル
は
心
地
よ
い
風
が
吹
い
て

い
ま
し
た
。

コ
ー
ス
デ
ー
タ
…
距
離

約
５
。
２

ｋｍ
ヽ

高
低
差
　
約
４
８
０

ｍ

上
位
入
賞
者
は
、
以
下
の
と
お
り
。

〔男
子
〕

①
和
田
為
蔵

（小
垣
江
Ｊ
Ｃ
）

３０

。
‐３
秒

②
高
木
澄
也

（佐
織
工
業
高
校
）

３３

・
４６
秒

③
小
田
春
彦

（
一
般
）
３４
・
４‐
秒

〔女
子
〕

①
杉
山
　
緑

（三
菱
電
機
）

４４
・

２６
秒

②
鈴
木
圭
子

（
一
般
）

６０
．
００
秒

私
は
初
め
て
愛
知
山
岳

マ
ラ
ソ

ン
大
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
当
日

は
、
予
想
以
上
の
参
加
人
数
の
多

さ
に
驚
か
さ
れ
ま
し
た
。
高
校
生

が
多
く
、
若
者
に
つ
い
て
い
け
る

か
な
と
心
配
し
て
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
そ
ん
な
心
配
は
杞
憂
で
、

女
性
ラ
ン
ナ
ー
は
、

１０
分
早
く
ス

タ
ー
ト
さ
せ
て
頂
け
ま
し
た
。

「よ
―
い
、
ど
ん
」
と
い
う
掛

け
声
と
共
に
勢
い
よ
く
私
は
飛
び

出
し
、
林
道
を
駆
け
抜
け
、
山
の

お
い
し
い
空
気
を
胸
い
っ
ぱ
い
に

吸
い
込
み
、
森
の
静
寂
さ
を

一
人

占
め
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
し
て
、
長
い
長
い
林
道
が
続
き
、

次
第
に
息
も
上
が
り
、
自
分
の
呼

吸
と
森
の
呼
吸
が
重
な

っ
て
い
く

感
じ
が
し
て
き
ま
し
た
。
そ
う
こ

う
し
て
い
る
う
ち
に
、
山
道
も
本

格
的
に
な
り
、
気
を
緩
め
る
と
足

を
踏
み
外
し
そ
う
に
な
る
く
ら
い
、

険
し
い
山
道
を
登

っ
た
り
、
駆
け

下
り
た
り
し
ま
し
た
。

今
ま
で
は
平
坦
な
道
ば
か
り
を

走

っ
て
い
た
私
に
と
っ
て
、
体
中

に
衝
撃
が
走
る
ほ
ど
、
山
道
を
走

る
の
が
楽
し
い
と
感
じ
ま
し
た
。

こ
の
下
り
坂
が
限
り
な
く
続
け
ば

い
い
の
に
と
思
う
ほ
ど
で
し
た
。

２５
年
度
国
体
愛
知
県
予
選
会

兼
ジ
ュ
ニ
ア
選
考
会
結
果

４
月
１４
日
（日
）岡
崎
市
の
プ
レ

イ
マ
ウ
ン
テ
ン
で
国
体
愛
知
県
予

選
会
平委
ン
ュ
ニ
ア
選
考
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
競
技
は
、
成
年
、
少

年
の
各
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
男
女
別
に

ジ

ュ
ニ
ア
選
手
も
加
え
て
行
わ
れ

ま
し
た
。
出
場
選
手
は
、
成
年
男

子
が
６
人
、
成
年
女
子
が
２
人
、

少
年
男
子

・
ジ

ュ
ニ
ア
男
子
が
８

人
、
少
年
女
子

。
ジ

ュ
ニ
ア
女
子

が
３
人
で
し
た
。
結
果
は
以
下
の

通
り
で
す
。
成
年
の
東
海
ブ
ロ
ッ

ク
大
会
お
よ
び
本
大
会
の
出
場
選

手
は
、
さ
ら
に
、
ジ
ャ
パ
ン
カ
ッ

プ
の
結
果
な
ど
を
も
と
に
決
定
さ

れ
ま
す
。
ど
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
に
つ

い
て
も

ハ
イ
レ
ベ
ル
な
戦
い
の
結

果
で
あ
り
、
選
考
さ
れ
た
選
手
に

つ
い
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き

本
国
体
で
の
入
賞
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
皆
様
の
応
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▼
成
年
男
子
①
藤
城
大
知
②
大
山

史
洋
③
阿
部
太
郎

▼
成
年
女
子
①
三
浦
真
理
子
②
大

羽
望
未

▼
少
年
男
子
①
長
谷
川
拓
海
②
長

谷
川
寛
太
③
馬
場
慎
也

▼
少
年
女
子
①
大
場
美
和
②
倉
菜
々

子
③
桑
岡
真
凛

▼
ジ

ュ
ニ
ア
推
薦
　
神
吉
直
也
、

石
川
俊
介
、
倉
菜
々
子

《
Ｊ
Ａ
Ｃ
東
海
支
部
東
海
学
生
山
岳
連
盟
》

ク
ス
ム
カ
ン
グ
ル
南
東
壁
登
山
隊
２
０
１
３

▲
期
間
　
２
月
１５
日
～
３
月
２６
日

▲
報
告
　
山
田
　
利
行

今
回
の
ク
ス
ム
カ
ン
グ
ル
南
東

壁
登
山
隊
の
主
テ
ー
マ
は
学
生
の

み
、
ア
ル
パ
イ
ン
ス
タ
イ
ル
で
ク

ス
ム
カ
ン
グ
ル
南
東
壁
を
完
登
し
、

ク
ス
ム
カ
ン
グ
ル
ヘ
登
項
す
る
と

い
つヽ
も
の
だ
。

今
回
の
登
山
隊
は
東
海
、
関
東

の
大
学
山
岳
部
員
合
わ
せ
て
Ｈ
人

に
よ
る
も
の
で
、
ク
ス
ム
カ
ン
グ

ル
ヘ
は
そ
の
う
ち
の
４
人

（内
１

人
は
Ｂ
Ｃ
ま
で
）
、
ア
イ
ラ
ン
ド

ピ
ー
ク
は
７
名
が
挑
戦
す
る
こ
と

に
な

っ
た
。

ジ

ャ
パ

ニ
ー
ズ
Ｈ
人
十
ネ
パ
ー

リ
‐
‐４
人
で
歩

い
た

エ
ヴ

ェ
レ
ス

ト
街
道
は
本
当
に

「楽
し
い
」

の

一
言
で
、
全
員
が
目
標
と
し
た
行

程
を
踏
破
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

ゴ
ン
デ

ィ
ジ

ュ
ン
手
前
か
ら
、

日
標

の
南
東
壁
を
望
む
こ
と
が
で

き
た
。
壁
を
見
て
ど
の
ラ
イ
ン
な

ら
い
け
そ
う
か
イ
メ
ー
ジ
す
る
。

‐２
日
、
私
達
は
パ
サ
ン
が
勧
め
る

ゴ
ン
デ
ィ
ジ

ュ
ン
か
ら
の
ル
ー
ト

を
４
７
０
０

ｍ
の
雪
線
手
前
ま
で

パ
サ
ン
の
案
内
で
偵
察
に
向
か
う
。

ゴ
ン
デ

ィ
ジ

ュ
ン
か
ら
急
な
丘
を

Original Wear&Goods
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南
東
壁
に
向
け
て
登
る
。
４
７
０

０

ｍ
か
ら
は
広
い
雪
原
に
な

っ
て

い
て
南
東
壁
ま
で
の
ル
ー
ト
が
見

渡
せ
る
。
氷
河
基
部
ま
で
は
行
け

そ
う
で
、
思
い
の
ほ
か
近
く
感
じ

る
。
こ
ち
ら
か
ら
の
ル
ー
ト
な
ら

南
東
壁
の
末
端
か
ら
取
り
付
く
こ

と
が
で
き
る
し
、
予
定
し
て
い
た

ル
ー
ト
よ
り
も
自
然
で
い
い
な
と

思

っ
た
。

衛
星
電
話
で
現
地
の
天
気
予
報

を
伺
う
と
、

１６
日
は
悪
天
の
予
報

だ
と
い
う
。
今
回
の
ル
ー
ト
は
氷

壁
で
雪
が
安
定
し
て
い
な
い
と
ど

こ
で
も
雪
崩
れ
る
可
能
性
は
高
い
。

急
遠
予
報
を
も
ら
っ
た
１３
日
の
朝

に
Ｂ
Ｃ
設
営
と
同
時
に
ア
タ
ッ
ク

す
る
こ
と
に
決
め
た
。
し
か
し
、

自
分
た
ち
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
と
い
う
広

大
な
山
に
対
す
る
目
測
の
甘
さ
と

Ｂ
Ｃ
か
ら
２
日
間
で
登
頂
す
る
と

い
う
無
謀
な
計
画
だ

っ
た
た
め
、

壁
の
基
部
ま
で
行
く
の
が
精

一
杯

で
あ

っ
た
。
さ
ら
に
、
壁
の
基
部

か
ら
１
０
０

ｍ
は
絶
壁
で
今
の
自

分
達
で
は
登
れ
る
状
態
で
は
な
か
っ

た
。
ま
さ
か
壁
の
基
部
が
登
れ
な

い
と
は
想
像
も
し
て
い
な
か
っ
た
。

全
員
落
胆
を
隠
せ
ず
、
全
て
の
荷

物
を
Ｂ
Ｃ
に
持
ち
帰
り
、　
一
回
目

の
ア
タ
ッ
ク
は
完
敗
に
終
わ

っ
た

の
で
あ

っ
た
。

‐５
日
　
な
ん
と
か
残
り
の
日
数

で
登
り
た
い
。
そ
ん
な
気
持
ち
で

予
定
を
組
み
な
お
す
。
当
初
の
予

定
通
り
、

１６
日
５
０
０
０

ｍ
付
近

Ｃ
‐
、

‐７
日
５
６
０
０

ｍ
付
近
Ｃ

２
、

‐８
日
ア
タ
ッ
ク
、

１９
日
Ｂ
Ｃ

ま
で
帰
還
と
い
う
予
定
を
組
む
。

‐８
日
　
５
時
す
ぎ
出
発
。

南
東
壁
登
り
だ
し
は
東
壁
側
の

岩
壁
基
部
の
雪
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス

す
る
。
ロ
ー
プ
を
出
す
か
迷
う
傾

斜
だ
が
、
雪
崩
れ
そ
う
な
感
じ
な

の
で
、
ロ
ー
プ
を
付
け
る
。　
一
箇

所
岩
の
出
た
部
分
が
あ
り
、
慎
重

に
越
え
る
。
そ
こ
を
越
え
た
所
で

傾
斜
や
雪
壁
に
も
慣
れ
て
き
た
し
、

時
間
短
縮
の
た
め
ロ
ー
プ
を
し
ま

う
。
１
０
０
ｍ
ほ
ど
左
ヘ
ト
ラ
バ
ー

ス
を
し
て
尾
根
状
の
雪
壁
を
快
適

な
ダ
ブ
ル
ア
ッ
ク
ス
で
直
上
す
る
。

左
に
巻
く
と
セ
ラ
ッ
ク
帯
に
入

り
、
セ
ラ
ッ
ク
の
リ
ッ
ジ
を
登
る
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
、
い
つ
も
の
ご

と
く
ガ
ス
が
南
東
壁
を
包
み
込
む
。

い
つ
も
の
こ
と
な
の
で
、
焦
る
こ

と
は
ま

っ
た
く
な
い
が
、
ル
ー
ト

の
判
別
が
難
し
く
な
り
、
セ
ラ
ッ

ク
や
雪
崩
な
ど
の
不
確
定
要
素
が

恐
ろ
し
く
感
じ
る
。
こ
の
セ
ラ
ッ

ク
帯
を
リ
ー
ド
し
て
い
た
大
堀
も

そ
れ
を
感
じ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
れ

以
上
登
る
か
ど
う
か
聞
い
て
き
た
。

時
間
も
登
頂
想
定
時
間
の
お
昼
頃

で
、
近
く
に
見
え
た
稜
線
の
コ
ル

ヘ
続
く
ル
ン
ゼ
ヘ
も
行
動
ス
ピ
ー

ド
が
上
が
ら
ず
、
な
か
な
か
近
づ

か
な
い
。
南
東
壁
を
抜
け
る
に
は

ビ
バ
ー
ク
す
る
か
、
夜
間
行
動
で

下
降
す
る
か
の
ど
ち
ら
か
に
な
る

だ
ろ
う
。
迷

っ
た
時
は
、
二
人
で

話
し
合
う
。
た
と
え
夜
間
行
動
に

な

っ
て
も
ト
レ
ー
ス
さ
え
見
失
わ

な
け
れ
ば
下
降
で
き
る
だ
ろ
う
と

い
う
自
信
か
ら
こ
の
ま
ま
進
み
続

け
る
こ
と
に
決
め
た
ｃ
セ
ラ
ッ
ク

の
リ
ッ
ジ
を
抜
け
た
所
か
ら
コ
ル

ヘ
と
続
く
ル
ン
ゼ
ま
で
、
い
く
つ

も
の
装
状
氷
雪
壁
を
ト
ラ
バ
ー
ス

し
て
い
く
。
壁
が
栗
状
に
な

っ
て

い
る
た
め
、
先
の
状
態
が
見
え
な

い
し
、
ガ
ス
の
切
れ
間
か
ら
進
む

べ
き
ル
ー
ト
を
見
定
め
て
進
む
と

い
う
精
神
的
に
疲
れ
る
行
動
が
ず
っ

と
続
く
。
ル
ン
ゼ
ま
で
６０

ｍ
口
‐

プ
で
４
Ｐ
。
午
後
６
時
前
よ
う
や

く
、
ル
ン
ゼ
に
入
る
。
最
終
ピ

ッ

チ
は
稜
線
ま
で
少
し
ロ
ー
プ
が
足

り
ず
、
ス
タ
カ
ッ
ト
か
ら
コ
ン
テ

に
変
え
て
登
り
、
午
後
７
時
つ
い

に
南
東
壁
を
完
登
し
た
。
全
員
思
っ

た
以
上
に
疲
れ
果
て
て
お
り
、
ビ

バ
ー
ク
し
た
ほ
う
が
安
全
だ
と
判

断
し
た
。
コ
ル
の
す
ぐ
左
手
に
シ
ュ

ル
ン
ド
の
横
穴
が
空
い
て
お
り
、

見
つ
け
た
途
端

「
ラ
ッ
キ
ー
」
と

い
っ
て

一
日
散
に
入
り
込
む
。
中

に
入
る
と
入
り
口
と
奥
の
ほ
う
ク

レ
バ
ス
が
空
い
て
い
る
が
、
中
間

地
点
は
平
ら
で
問
題
な
さ
そ
う
だ
っ

た
。
す
ぐ
に
整
地
し
て
、
今
日
の

宿
が
決
ま

っ
た
。

‐９
日
　
３
時
間
く
ら
い
は
寝
れ

た
か
。
外

へ
出
る
と
快
晴
。
ロ
ー

プ
ー
本
と
ス
ノ
ー
バ
１
２
本
、
ス

ク
リ
ュ
１
４
本
だ
け
を
持

っ
て
主

峰

へ
向
か
っ
た
。
主
峰
ま
で
は
ク

レ
バ
ス
も
な
く
た
だ
の
雪
原
を
１

０
０

ｍ
ほ
ど
歩
く
。
取
り
付
き
か

ら
主
峰
は
垂
直
距
離
に
し
て
１
０

０

ｍ
も
な
さ
そ
う
だ
が
、
傾
斜
は

遠
く
で
見
る
よ
り
か
な
り
強
い
。

一
つ
ク
レ
バ
ス
を
越
え
て
取
り
付

く
。
雪
の
状
態
が
か
な
り
悪
く
、

ス
ノ
ー
バ
ー
を
ラ
ン
ニ
ン
グ
に
取

る
が
、
効
い
て
は
い
な
い
だ
ろ
う
。

３０

ｍ
登
り
、
セ
ラ
ッ
ク
で
で
き
た

頂
上
稜
線
に
出
る
。
セ
ラ
ッ
ク
は

シ
ャ
ー
ベ
ッ
ト
状
の
氷
の
塊
で
ス

ク
リ
ュ
ー
も
効
か
な
い
。
そ
こ
で

悩
ん
だ
末
、
引
き
返
す
こ
と
に
決

め
た
。
頂
上
ま
で
４０
ｍ
を
残
し
て
。

頂
上
に
行
け
な
か
っ
た
失
望
感
は

一
瞬
で
消
え
、
す
ぐ
に
頭
は
下
降

の
こ
と
で
い
っ
ぱ
い
に
な
る
。
ト

ラ
バ
ー
ス
が
多
い
の
で
、
で
き
る

だ
け
ク
ラ
イ
ム
ダ
ウ
ン
し
た
。
懸

垂
下
降
は
全
体
で
５
回
、
ア
ン
カ
ー

は
ス
ノ
ー
バ
ー
、
ハ
ー
ケ
ン
、
ス

ノ
ー
ボ
ラ
ー
ド
、
ア
バ
ラ
コ
フ
と

そ
の
状
況
に
合
わ
せ
て
な
る
べ
く

残
置
し
な
い
よ
う
に
努
め
た
。
飲

ま
ず
食
わ
ず
で
下
降
し
続
け
、

１６

時
Ｃ
２
に
到
着
。
Ｃ
２
で
作
り
お

き
し
て
お
い
た
水
を
ガ
ブ
飲
み
し

て
、
Ｂ
Ｃ
ま
で
歩
き
通
し
た
。

２２

時
Ｂ
Ｃ
到
着
。
Ｂ
Ｃ
で
は
鎌
倉
が

紅
茶
を
用
意
し
て
く
れ
、
パ
サ
ン

が
焚
き
火
を
し
て
く
れ
た
。
二
人

に
感
謝
し
つ
つ
、
今
回
の
登
山
が

無
事
に
終
わ

っ
た
こ
と
に
安
堵
し

た
。

クスムカングル南東壁完登
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H25425現 在
平成25年度 春 山入 山状況

▲穂高方面

(No。 )  (所 属団体名 )

1 チ ー ム 猫 屋 敷

2             ″

3             ″

4 MMC岡 崎 山 岳 部
5  トヨタ自動車山岳部

6  銀 嶺 山 岳 会
7  中央アルパインクラブ

8  三菱重I名 誘山岳部

9  豊 橋 山 岳 会
10          ″

H 春 日 井 山 岳 会

12           ″

13 愛 知 山 岳 会

14         ″

ダ一
利

　

明

史

拓

　

　

　

　

・
岳

広

正

正

邦

神

」
田
藤

木

羽
輪

峰

野

井

中

フ
木

本

藤

藤

川

原

山

伊

鈴

丹

三
樺

中

酒

田

ザ

山

山

近

近

中

榊

隊

隊

会

会

Ａ

Ｂ
岳

の

山屋

山

古

郡

名

蒲

(登 山 期 間)

5/3～ 5/6
5/ 3～  5/ 6
5/3～ 5/6
4/26～  4/30
4/27^´  4/30
5/3～ 5/5
5/ 2- 5/ 6
5/2～ 5/4
5/ 1～  5/ 6
5/ 1～  5/ 3
4/27^´  4/29
4/27-´  4/28
5/3～ 5/6
5/3～ 5/6
5/3～ 5/6
5/ 3^´  5/ 5

(登 山 ル ー ト)

滝    谷    集    中

涸沢定着  前穂北尾根 ・北穂東稜

涸沢定着 奥穂 ・北穂ノーマルルート

洞 沢 定 着   =  穂 高

涸沢 西尾根 ～奥穂 ～涸沢 ～上高地

岳   沢   ～   前   穂

硫 黄 尾 根

前 穂 北 尾 根
三俣蓮華岳 ・黒部 丘郎岳 ・水晶岳

笠       ヶ      岳

穴毛谷～笠 ヶ岳 ～抜戸 岳～穴毛谷

穴 毛 谷 ～ 抜 戸 岳 ～ 穴 毛 谷

涸沢西尾根 ～奥穂 高岳  ピス トン

槍              平

明 神 岳  下 又 自 谷 付 近

霞    沢    岳

(人数 )

行   3名
聡   2名
子   7名
泰  10名
也   5名
謙   8名
明   4名
渉   3名
亮   1名
ル   3名
人  4名
雄   2名
孝   2名
孝   2名
仁  13名
田   2名

▲後立山方面

宏   4名
立   8名
立   4名
之   7名
武   4名
登   4名
行   2名
直   3名
ル  6名
明   3名
也   3名

啓

良

　

紀

義

・
洋

哲

木

山

山

島

井

山

手

松

フ
木

本

高

久

久

本

白

磯

上

小

ザ
栗

山
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5/ 3^´  5/ 6
4/27^´  4/30
4/30～ 5/3
5/3～ 5/6
5/3～ 5/6
4/27^´  4/29
5/4～ 5/5
4/26- 4/29
4/27- 4/30
4/27～  4/29
5/ 3^´  5/ 5

名古屋・伏見籐獅現の山用品専門店

ご

t        S%%

ステラアルピーナ
(旧 シャッツパーム )

名 古 屋 市 中区錦 二 丁 目5-3:長者 町 相 互 ビル2F● 052-231-0739

営業時間/11:00～ 8:30pm(日 曜日は7:00pn迄 )

ビギすで主だ19し
て
    撃野

嬰馘ず
ダ のプロショップ

が
響澤多

葬熟′

輛痛
〒448刈 谷市桜町1-13

TEL0566(23)8611

定休日/火曜日
営業時間/10:00～ 20:00

▲その他方面

1  アイシン精機山岳部
2 や ま び こ 山 想 会

3 蒲 郡 山 の 会
4  三菱重工 名誘山岳部

5  千種アルパインクラブ

6  豊 橋 山 岳 会
7  中央アルパインクラブ

8  道 標 山 岳 会
9 デ ン ソ ー 山 岳 部
10           ″

11 チ ー ム 猫 屋 敷
12 名 古 屋 渓 稜 会
13・ 岡 崎 山 岳 会
14 名古屋グルッペハイジ

15           ″

16蒲 郡 山 の 会
17豊 橋 山 岳 会

5/ 2

4/25～ 5/7
4/27～  5/5
4/27^´  4/30
5/ 1～  5/ 3
4/30⌒  ́5/ 5
5/3～ 5/5
4/28- 5/ 1
4/26～ 5/1
4/26^´  4/30
5/ 1^´  5/ 3
5/ 2- 5/ 6
4/27-´  4/28
4/27^´  4/29
5/ 3-´  5/ 6
5/ 3～  5/ 6

遠征 登山中

大分県 大崩山荘～大崩山～湧塚コース

ネノマール ルクラ～ナムチェ～クンデピーク

ア ン ナ プ ル ナ 山 群

火 打        山

市 野 瀬 ～ 仙 丈 ヶ 岳 ～ 市 野 瀬

聖 岳 ～ 上河 内岳 ～茶 臼 山 ～光 岳

仙  丈  岳 ピ  ス  ト  ン

木 曽 駒 ヶ 岳 ～ 宝 剣 岳

伊奈川ダム～越百山～槍尾岳～槍尾橋

伊奈川 ダム～越百 山～仙涯嶺往復

宝 会1岳  東 面 ・ 西 面

吉 野 川 水 系  上 多 古 川 本 谷

雄   山   ・  別   山

雷鳥沢定着 奥大 日岳～大汝 ・雄山

淀川小屋 ～宮之浦岳 ～白谷雲水峡

東海自然歩道・竜爪岳～長者ヶ岳～富士宮
ネ パ ー ル  マ カ ル ー  公 募 隊
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